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１．背景

現代の日本の家庭生活、小学校以上の教育において

は、スマートフォンやタブレットなどさまざまな情報

利用が見られる。一方で、保育における ICT利用につ

いては、十分に普及しているとは言いがたい。しかし、

2015 年時点での保育現場におけるメディア保有率及

び活用率の調査結果(小平,2016)から、パソコンもデジ

タルカメラも保育現場における保有率はともに 95％
前後であるが、その保育での活用については、パソコ

ン利用が11％に留まっていることに対し、デジタルカ

メラの活用は69％であることが明らかになった。この

ことから、タブレットについては、カメラ機能を中心

に保育者がタブレットを保育で活用する価値や活用イ

メージを理解することで、保育現場においてデジタル

カメラと同様に活用が普及する可能性があると考える。

実際、アプリは使わないが、タブレット端末で記録し

た映像や写真を、保育者が保育の記録の１つとして活

用したり、保護者に公開することを通して保育実践の

説明に活用したりする園もでてきている。 
筆者らは、タブレットがカメラの代用にとどまらず、

幼児期のあそびを通した学びを支援するツールとなる

可能性があると考え、幼児期の学びにふさわしく、か

つ保育者も安心して活用できるメディア教材の開発が

重要であると考えている。そこで、2014年度から幼稚

園等の保育現場における幼児の育ちに寄与するタブレ

ット用アプリケーションの開発に着手し、2016年度か

ら保育現場で実証実験を始めている。 
２．開発したアプリ「 」の概要

本研究では、実際にアプリを開発し、保育実践を行

うことで、日本の保育現場におけるメディア活用、特

にタブレット端末の活用の方向性を確認することを目

的としている。そこで、子どもがあそびの中で安心し

て使えるセキュリティを備えたカメラ機能と、保育者

がそれらの写真を時系列だけではなくタグを付与する

ことで保育の記録として振り返ることが可能なアルバ

ム機能を備えたアプリ「ASCA（Archives Sharing and 
Creating Anytime for preschool）」を開発した。

このアプリの開発にあたっては、日本の保育現場に

適したものであることが重要であると考え、 子ども

どうし、また子どもと保育者の協同を促すようなアプ

リ、 特定のテーマや１つの領域に特化せず、子ども

の興味や関心に応じることができるアプリや、様々な

活動が展開できるオーサリングツールとして使えるよ

うなアプリ、の 点を踏まえている。

３．保育現場での活用状況と課題

2016 年5月 31日から7月20 日までの、大阪府T
市立N幼稚園の年長児クラス(9名)でのASCA及びタ

ブレット活用状況と課題を報告する。 
N幼稚園では、担任教諭等がデジタルカメラで子ど

もの活動を撮影し、保護者に掲示で知らせるなどの活

用は従来から行っていたが、子どものタブレット活用

は今回が初めてである。 
最初に遊戯室にクラス全員が集合し、タブレット及

びASCAの使い方について説明を行った。子どもたち

は問題なく活用しはじめた。最初は友達どうしお互い

を撮りあいしていたが、30分後には遊戯室を出て職員

室の裏にある川などに行き、発見した蛙や花の種など

興味のあるものを撮影した。 
その後は、担任教諭や園長が「今の撮影しておく？」

と個別に声をかけたり、担任教諭が写真発表会を計画

したことで、子どもの中に「タブレットは大事な写真

を撮るもの」という意識が育ち、各自が伝えたいと思

ったこと、発見したことを写真に撮るようになった。

この期間にASCAで撮影した写真は146枚であった。 
しかし、アプリの不具合だけではなく、セキュリテ

ィ上幼稚園内でしか使えないことなどから、子どもた

ちは途中から ASCA だけではなく普通のカメラ機能

も使い始めていた。なお、通常のカメラ機能で撮影し

た写真は169枚(連写は1枚と計算)であった。 
ASCAを含めタブレットで撮影した写真を教諭が掲

示したり、モニタで写真を大きく投影しながら発表す

る発表会を行ったことで、子どもの興味や関心が広が

ったり深まったりする姿が見られた。夏休みに自分で

より深くセミについて調べた子どももいた。さらに、

子どもどうしが「がんばっていたから」「笑顔で嬉しか

ったから」など、友達のようすを撮影して発表する姿

から、子どもどうしの友達関係の深まりも見ることが

できた。 
アプリの課題としては、特に自然の中での撮影につ

いて、子どもの興味や関心から「(撮影より)まず自分

の手で触りたい」という気持ちが先行することから活

動に集中してしまいタブレットを使うことを忘れるこ

とや、タブレットを持っていてもASCAはログイン等

の操作を要するため、動く虫など「今この瞬間」の撮

影に対応できないこと、さらに、保育者の機能である

タグの設定や整理方法に改善の必要性があることが担

任教諭へのインタビューから明らかになった。 
本研究はJSPS科研費26350351の助成を受けたものです。 

幼児の学びと保育の記録・省察を支援する

タブレット用アプリ「 」を活用した保育実践
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